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主　な　内　容�

と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

こころもからだも湯っ～たり。志乎桜の里温泉　古墳の湯
（志雄町）

新
世
紀
の
幕
開
け
、
志
雄
町
は
こ

の
一
月
六
日
に
待
望
の「
志
乎
桜
の

里
温
泉
古
墳
の
湯
」を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
桜
の
里
古
墳
公
園
の
入
口

に
位
置
し
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
良
質

な
温
泉
は
疲
労
回
復
や
健
康
増
進
に

最
適
で
す
。
休
憩
室
や
テ
ラ
ス
か
ら

は
三
十
六
種
一
〇
〇
〇
本
の
桜
を
愛

で
、
露
天
風
呂
か
ら
は
眼
下
に
子
浦

川
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
ポ
カ
ポ
カ
の
温
泉
に
つ
か
り
、

ゆ
っ
た
り
気
分
を
満
喫
し
て
み
て
下

さ
い
。

£中小企業振興懇談会を開催 ………（２）
£平成13年度政府予算案決まる ………（３）
£中小企業景況調査（10～12月）…………（４）
£拠点商工会でＩＴ研修事業を実施……（５）
£容器包装の再商品化（リサイクル）の

委託申し込みはお近くの商工会へ …（６）
£あのまち・このむら ………………（７）
£探訪「チャレンジ企業」・（株）山下ミツ商店…（８）
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〜
中
小
企
業
振
興
懇
談
会
で
〜�

冒
頭
、
杉
本
副
知
事
は
「
Ｉ
Ｔ

関
連
を
中
心
と
し
た
工
業
生
産
が

伸
び
、
有
効
求
人
倍
率
も
上
向
き

に
推
移
し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
、

県
内
景
気
は
全
体
と
し
て
緩
や
か

な
回
復
基
調
に
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
。

引
き
続
き
、
谷
本
県
連
会
長
が

座
長
と
な
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
が
地
域
の
振
興
策
に
係
る
要
望

を
行
い
、
杉
本
副
知
事
が
こ
れ
に

答
え
た
。

商
工
会
側
の
主
な
発
言
テ
ー

マ
と
県
側
見
解
の
概
要

①
県
連
合
会
（
発
言
者：

県
連
副

会
長
　
下
出
重
与
茂
）

○
景
気
対
策
の
継
続
実
施
に
つ
い

て
○
平
成
十
三
年
度
商
工
会
関
係
予

算
の
全
額
確
保
に
つ
い
て

○
県
内
産
業
の
活
性
化
に
向
け
た

新
産
業
の
誘
導
及
び
既
存
企
業

の
経
営
革
新
に
つ
い
て

○
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
計
画
的
設
置
推
進
に
つ
い
て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
景
気
対
策
は
最
重
要
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
経
営
革
新
、
創
業
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
ヤ
ル
気
の
あ

る
企
業
は
全
面
的
に
支
援
す
る
。

●
企
業
誘
致
は
、
市
町
村
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
努
力
し
た
い
。

②
奥
能
登
（
発
言
者：

柳
田
村
商

工
会
長
　
本
間
　
侑
）

○
奥
能
登
地
域
の
振
興
策
に
つ
い

て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
能
登
空
港
の
開
港
を
控
え
、
各

市
町
村
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
工

事
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
航
空

会
社
以
外
の
駐
機
場
の
確
保
は
、

ス
ペ
ー
ス
的
に
は
可
能
だ
。

農
林
水
産
物
集
荷
場
、
緊
急
備

蓄
基
地
の
設
置
計
画
は
、
鋭
意
進

め
て
い
き
た
い
が
、
過
剰
設
備
に

な
ら
な
い
留
意
を
要
す
る
。
Ｊ
Ａ

と
の
相
談
も
必
要
で
あ
る
。

③
鹿
島
郡
（
発
言
者：

鹿
島
町
商

工
会
長
　
池
島
寛
仁
）

○
「
能
登
風
土
記
の
郷
構
想
」
の

一
層
の
推
進
と
観
光
資
源
の
活

用
に
つ
い
て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
石
動
山
周
辺
の
観
光
施
設
設
備

に
つ
い
て
は
、
県
と
し
て
も
整
備

し
て
き
た
が
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が

難
点
だ
。
他
所
か
ら
来
た
人
に
は

た
い
へ
ん
わ
か
り
に
く
い
地
理
と

な
っ
て
い
る
。

回
遊
ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
、
各

施
設
を
有
機
的
に
結
び
付
け
る
こ

と
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

④
羽
咋
郡
市
（
発
言
者：

志
賀
町

商
工
会
長
　
南
　
哲
郎
）

○
ご
み
固
形
燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
専

焼
炉
の
施
設
整
備
計
画
と
環
境

保
全
対
策
に
つ
い
て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
Ｒ
Ｄ
Ｆ
は
、
生
ご
み
を
固
形
燃

料
化
し
、
そ
れ
を
集
荷
し
て
専
焼

炉
で
燃
や
す
た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
発
生
も
少
な
く
、
燃
焼
時
に

発
電
も
得
ら
れ
る
。

計
画
と
し
て
は
、
今
年
度
中
に

用
地
を
取
得
。
十
三
年
度
に
は
専

焼
炉
プ
ラ
ン
ト
の
据
置
工
事
が
始

ま
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
基

準
は
、
国
の
基
準
の
百
分
の
一
を

条
件
と
し
た
。

⑤
河
北
・
森
本
（
発
言
者：

高
松

町
商
工
会
長
　
岩
井
武
由
）

○
中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別
保

証
制
度
に
つ
い
て

〔
商
工
政
策
課
長
見
解
〕

●
本
制
度
は
貸
し
渋
り
対
策
を
目

的
と
し
た
特
例
的
な
制
度
で
、
三

月
末
で
終
了
す
る
。
国
で
は
既
往

債
務
の
条
件
変
更
に
つ
い
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、
中
小
企
業
者

の
実
情
に
対
応
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。条
件
変
更
を
行
う
こ
と
で
、

経
営
改
善
が
見
込
ま
れ
る
中
小
企

業
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
条
件

変
更
に
応
じ
て
い
く
。

⑥
石
川
・
白
山
郷
（
発
言
者：

白

峰
村
商
工
会
長
　
蔭
山
哲
哉
）

○
石
川
・
白
山
郷
が
一
体
と
な
っ

た
道
路
の
開
発
と
整
備
に
つ
い

て
○
石
川
郡
内
の
市
外
局
番
の
統
一

に
つ
い
て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
一
五
七
号
線
の
整
備
は
、
建
設

省
に
要
望
し
て
い
る
。
交
通
量
も

増
大
し
て
お
り
、
改
め
て
四
車
線

化
の
お
願
い
を
し
た
い
。

市
外
局
番
の
統
一
は
、
総
務
省

に
要
望
し
て
い
る
が
、一
一
九
番
、

の
緊
急
電
話
と
混
同
し
な
い
よ

う
、
〇
七
六
一
へ
の
変
更
で
検
討

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
だ
。

⑦
能
美
・
江
沼
（
発
言
者：

川
北

町
商
工
会
長
　
井
波
好
雄
）

○
南
加
賀
広
域
観
光
・
物
産
振
興

策
に
つ
い
て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
商
工
会
が
広
域
で
行
う
観
光
振

興
策
等
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
事

業
対
策
補
助
金
を
う
ま
く
活
用
し

た
対
応
を
、
商
工
政
策
課
等
と
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑧
県
青
年
部
連
合
会
（
発
言
者：

県
青
連
会
長
　
村
　
修
一
）

○
広
域
連
携
活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
国
の
補
助
金
の
仕
組
み
が
変
わ

り
、
青
年
部
事
業
が
広
域
的
な
も

の
に
か
わ
る
が
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
な
ど
、
県
と
し
て
も

積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

⑨
県
女
性
部
連
合
会
（
発
言
者：

県
女
性
連
会
長
　
山
田
澄
子
）

中
小
企
業
振
興
懇
談
会
は
さ
る
一
月
十
九
日
、
県
か
ら
杉

本
勇
寿
副
知
事
、
十
時
商
工
政
策
課
長
を
招
き
、
金
沢
全
日

空
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
県
下
商
工
会
長
な

ど
四
十
名
が
出
席
し
、
地
域
の
現
状
と
振
興
策
に
係
る
要
望

を
行
っ
た
。

←
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日
本
は
、
こ
の

百
年
の
間
に
戦
争

と
平
和
の
「
時
」

を
繰
り
返
し
な
が

ら
よ
う
や
く
経
済

大
国
に
な
っ
た
。

こ
の
先
、
百
年

間
は
ど
ん
な
国
に

な
っ
て
い
く
の
で

あ
ろ
う
か
。
わ
ず
か
な
時
間
に
情
報

や
カ
ネ
や
モ
ノ
が
行
き
交
う
グ
ロ
ー

バ
ル
な
世
界
の
中
で
ど
ん
な
方
向
を

め
ざ
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
般
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ド
イ
ツ

の
事
情
を
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
覗
い

て
き
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
福
祉
国
家
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
福
祉
国
家
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
百
年
を
超

え
る
長
い
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ

る
。こ

の
国
は
い
ま
少
子
高
齢
化
の
最

も
進
ん
だ
国
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
こ
ん
な
話
を

聞
い
た
。

市
議
会
の
女
性
議
員
で
あ
る
ホ
ル

ム
ベ
ル
グ
さ
ん
は
夫
婦
二
人
暮
ら
し

で
あ
り
、
三
人
の
子
供
は
全
て
外
国

で
生
活
し
て
い
る
と
い
う
。
子
供
が

ど
こ
に
住
も
う
が
自
由
だ
、
自
分
達

の
老
後
は
心
配
な
い
と
言
い
た
げ
で

あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
世
界
的
に
有
名
な

テ
ニ
ス
の
ビ
ヨ
ン
ボ
ル
グ
選
手
に
つ

い
て
で
あ
る
。
彼
は
、
全
盛
期
モ
ナ

コ
に
拠
点
を
置
い
て
活
躍
し
て
い
た

そ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
は
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
に
戻
り
、
テ
ニ
ス
を
教
え
て

い
る
と
い
う
。
高
福
祉
高
負
担
の
国

で
彼
の
税
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
知
ら
な
い
が
、
福
祉
の
国
で
い
ろ

ん
な
生
き
方
が
あ
っ
て
面
白
い
。

一
方
、
ド
イ
ツ
は
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
環
境
政
策
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
ま
だ
、
十
数
年
し
か
た
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
十
二
月
一
日

号
で
記
載
し
た
よ
う
に
、
環
境
先
進

国
を
め
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。福

祉
国
家
も
環
境
国
家
も
国
民
の

負
担
は
重
い
し
、
そ
れ
を
続
け
て
い

く
こ
と
は
生
易
し
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
こ
の
福
祉
や
環
境
を
重
視
す
る

政
策
は
国
民
の
支
持
を
得
て
お
り
、

す
ば
ら
し
い
と
言
え
る
。

二
十
一
世
紀
、
日
本
は
さ
ら
に
経
済

大
国
の
道
を
ひ
た
走
る
の
か
、
環
境

先
進
国
、
福
祉
先
進
国
の
よ
う
な
方

向
に
舵
を
切
る
の
か
。

そ
し
て
二
十
一
世
紀
は
日
本
に
と

っ
て
輝
か
し
い
世
紀
に
な
る
の
か
、

は
た
ま
た
衰
退
の
道
を
た
ど
っ
て
い

く
の
か
。

一
月
六
日
か
ら
、
明
治
維
新
、
戦

後
改
革
に
続
く
中
央
省
庁
再
編
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

日
本
の
将
来
を
担
う
政
治
家
の
責

任
は
ま
す
ま
す
重
く
な
る
ば
か
り

だ
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

業
（
青
年
部
・
女
性
部
活
動
推
進

事
業
）
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
、
広

域
連
携
に
よ
る
高
度
な
事
業
展
開

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

◆
Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
策
の
充
実

中
小
・
小
規
模
企
業
の
Ｉ
Ｔ
活

用
を
促
進
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
セ
ミ

ナ
ー
、Ｉ
Ｔ
活
用
研
修
等
を
行
い
、

経
営
者
の
意
識
向
上
と
人
材
育
成

を
図
る
。

◆
創
業
・
経
営
革
新
支
援
策
の
充
実

本
県
で
は
、
鶴
来
商
工
会
、
七

尾
商
工
会
議
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
、
創
業
・
経
営
革
新
に
関
す
る

身
近
な
相
談
窓
口
「
地
域
中
小
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
複
数
配
置
・
休
日
の

相
談
対
応
等
を
可
能
と
す
る
な
ど

し
て
、相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
。

◆
地
域
経
済
の
活
性
化
・
広
域
的

な
事
業
体
制
の
実
施

商
工
会
等
が
市
町
村
経
由
で
地

域
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
む
提

案
公
募
型
事
業
「
地
域
振
興
活
性

化
事
業
」
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
て
拡
充
を
図
る
。

ま
た
、
若
手
後
継
者
等
育
成
事

業
は
、
県
連
合
会
が
広
域
的
に
行

う
事
業
と
し
て
、
補
助
単
価
を
拡

充
し
、
よ
り
高
度
な
事
業
活
動

（
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
実
地
研
修
、

起
業
家
育
成
支
援
、
事
業
継
承
支

援
、
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
会

等
）が
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◆
中
小
企
業
金
融
対
策

中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別
保

証
制
度
終
了
後
の
円
滑
な
資
金
供

給
の
た
め
、
信
用
補
完
制
度
を
拡

充
し
、
一
般
無
担
保
保
証
の
限
度

額
を
、
五
千
万
円
か
ら
八
千
万
円

に
引
き
上
げ
る
。

ま
た
、
取
引
先
企
業
の
倒
産
や

取
引
先
金
融
機
関
の
破
綻
等
に
よ

っ
て
生
じ
る
中
小
企
業
の
特
別
保

証
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
）
の
対

象
範
囲
を
拡
大
す
る
。

＝
人
　
事
　
異
　
動
＝

﹇
商
工
会
等
職
員
の
採
用
﹈

▽
内
浦
町
　
渕
田
　
繁
（
一
月
五

日
付
）

○
部
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の

研
修
会
等
の
広
域
開
催
に
つ
い

て
○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
環
境
に
配
慮

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て

〔
副
知
事
見
解
〕

●
住
民
福
祉
を
基
礎
に
し
た
女
性

部
活
動
は
、
県
と
し
て
も
心
強
く

感
じ
て
お
り
、
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。

今
後
の
商
工
会
女
性
部
事
業

は
、
商
工
会
の
枠
を
越
え
て
の
活

動
が
必
要
に
な
り
、
県
と
し
て
協

力
し
て
い
き
た
い
。

懇
談
会
は
、
豪
雪
が
北
陸
を
襲

っ
た
週
で
あ
っ
た
た
め
、
下
出
県

連
副
会
長
、
上
口
山
中
町
商
工
会

長
か
ら
、
今
後
の
雪
害
対
策
、
冬

季
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
回
復
策
に
つ

い
て
緊
急
要
望
が
出
さ
れ
た
。

杉
本
副
知
事
は
、
初
動
体
制
の

遅
れ
や
関
係
機
関
の
連
携
の
悪
さ

な
ど
に
つ
い
て
反
省
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
ダ
ウ

ン
に
よ
り
入
り
込
み
客
が
急
減
す

る
な
ど
の
後
遺
症
が
生
じ
な
い
よ

う
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
交
通
情
報
を

二
段
構
え
で
発
信
し
、「
冬
の
石

川
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
見

解
を
述
べ
た
。

小
規
模
事
業
対
策
等
十
三
年
度
政
府
予
算
案
決
ま
る�
小
規
模
事
業
対
策
等
十
三
年
度
政
府
予
算
案
決
ま
る�

雪
害
対
策
を
緊
急
要
望

平
成
十
三
年
度
政
府
予
算
案
が

決
ま
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
に

あ
る
中
小
企
業
の
資
金
調
達
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
革
命

に
対
す
る
施
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
。ま

た
、
若
手
後
継
者
等
育
成
事

←
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県
下
商
工
会
地
域
に
お
け
る
十

月
か
ら
十
二
月
期
の
景
況
調
査
に

よ
る
と
、
産
業
全
体
で
は
売
上
額

の
Ｄ
・
Ｉ
は
前
期
よ
り
上
昇
し
た
が
、

採
算
は
や
や
悪
化
し
、
資
金
繰
り
は
、

僅
か
な
が
ら
も
好
転
傾
向
が
続
い

て
い
る
。
来
期
は
売
上
額
が
下
降
し
、

採
算
は
幾
分
好
転
し
、
資
金
繰
り

は
極
僅
か
悪
化
す
る
と
の
予
想
で

あ
る
。�

　
業
種
別
に
み
る
と
、

製
造
業
に
つ
い
て

売
上
額
の
Ｄ
・
Ｉ
は
、

前
期
よ
り
上
昇
し
、

採
算
・
資
金
繰
り

も
と
も
に
好
転
し
た
。

来
期
に
つ
い
て
は
、

売
上
額
は
下
降
、

採
算
は
横
バ
イ
、

資
金
繰
り
は
極
僅

か
悪
化
の
予
想
で

あ
る
。�

　
建
設
業
に
つ
い

て
は
、
売
上
額
・

資
金
繰
り
と
も
に
上
昇
好
転
し
た
が
、

採
算
は
悪
化
し
た
。
来
期
に
つ
い

て
は
、
売
上
額
・
資
金
繰
り
は
下

降
悪
化
す
る
が
、
採
算
は
好
転
す

る
と
の
予
想
で
あ
る
。�

　
小
売
業
に
つ
い
て
は
、
売
上
額
・

採
算
・
資
金
繰
り
と
も
下
降
悪
化

し
た
が
、
採
算
の
悪
化
は
僅
か
で

あ
っ
た
。
来
期
に
つ
い
て
は
、
売

上
額
は
上
昇
し
、
採
算
・
資
金
繰

り
は
と
も
に
僅
か
に
好
転
す
る
と

の
予
想
で
あ
る
。�

　
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
、
売

上
額
・
採
算
・
資
金
繰
り
と
も
に

上
昇
好
転
し
た
が
、
採
算
の
好
転

は
極
僅
か
で
あ
っ
た
。
来
期
に
つ

い
て
は
、
売
上
額
と
資
金
繰
り
は

僅
か
で
あ
る
が
下
降
悪
化
し
、
採

算
は
極
僅
か
好
転
す
る
と
の
予
想

で
あ
る
。�

���������������������������������

　
Ｄ
・
Ｉ
＝
企
業
経
営
者
の
景
気
の
見
通

し
を
表
す
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
算

出
方
法
は
、
売
上
高
（
生
産
高
・
工
事
高
）

の
増
加
企
業
割
合
か
ら
減
少
企
業
割
合
を

差
し
引
き
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｄ
・
Ｉ
が

プ
ラ
ス
な
ら
強
気（
楽
観
）、
マ
イ
ナ
ス
な

ら
弱
気
（
悲
観
）、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
同

数
の
場
合
は
Ｄ
・
Ｉ
は
０
と
な
る
。
こ
こ

で
の
割
合
は
回
収
企
業
に
対
す
る
回
答
割
合
。�

景況は水面下で�
足踏み状態�

中小企業景況調査（10～12月期）�
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経営指導総合バックアップ事業�

商工会からのご提案�商工会からのご提案�商工会からのご提案�

商工会のパソコンからインターネットで、経営総合情報データベース「日
経テレコン21」が利用できます。�

　�
日頃の企業経営に欠かせない、企業情報、新聞記事情報はもとより、加工食品・家庭用品等
の売れ筋商品情報も手軽に検索できます。�

　�
売れ筋商品情報は、大手スーパーやコンビニから、直接・間接に収集した市場情報を、前々
日のものから入手可能。販売動向チェック、新製品開発、ヒット商品の研究などにお役立て
ください。�

石川県商工会連合会・市町村商工会�

ご存知ですか！？�

ご利用くださいY

活用できますY
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二
十
一
世
紀
第
一
号
の

経
営
一
口
講
座
を
担
当
す

る
栄
誉
に
浴
し
、
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
初
頭
に

当
た
り
、
私
は
今
世
紀
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
『
哲
学
と

実
行
』
と
考
え
ま
す
。
何

事
に
よ
ら
ず
、
も
の
ご
と

は
自
分
自
身
で

決
め
、
決
め
た

こ
と
は
必
ず
実
行
す
る
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。
他
か
ら
助
言
を
得
て
も
頼
ら
ず
、

ま
し
て
他
の
所
為
に
す
る
こ
と
は
言
語

道
断
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実
行
に
大

き
な
価
値
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
実
行

力
な
き
人
は
非
常
に
軽
蔑
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
自
己
責
任
の
追

求
と
実
行
力
の
有
無
が
、
経
営
者
や
リ

ー
ダ
ー
に
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
自
己
の
確
立
即
ち
哲
学
を

持
つ
こ
と
が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
異
業
種
交
流
に
参
加

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
と
か
く

異
業
種
交
流
は
、
何
か
新
し
い
も
の
を

作
り
出
す
こ
と
を
想
像
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
業
種

交
流
の
真
価
は
、
グ
ル
ー
プ
会
員
の
貴

重
な
経
験
、
多
種
多
様
な
意
見
・
考
え

方
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
従
来
の
偏

狭
な
思
考
や
姿
勢
を
変
え
、
自
己
革
新

に
取
り
組
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
異

業
種
交
流
な
る
が
故
に
、
こ
れ
ま
で
全

く
知
り
得
な
か
っ
た
情
報
が
得
ら
れ
、

視
界
が
広
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
自

己
充
実
、
自
己
の
確
立
に
役
立
ち
、
経

営
者
・
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
に
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
な
か
で
も
人
間
に
と
っ
て
一
番

重
要
な
活
動
力
の
源
泉
は
、「
や
る
気
」

「
本
気
」
等
で
、
こ
れ
は
異
業
種
交
流

の
中
で
自
然
に
感
化
育
成
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
効
用
の
あ

る
異
業
種
交
流
は
、
最
近
一
寸
停
滞
気

味
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
時
代
が
哲

学
と
実
行
力
を
持
っ
た
強
い
経
営
者
・

リ
ー
ダ
ー
を
求
め
て
い
る
だ
け
に
、
今

一
度
異
業
種
交
流
の
持
つ
効
用
を
見
直

し
、
再
度
活
発
な
活
動
体
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
れ
に
は
積
極
的
に
参

加
し
、
お
互
い
胸
襟
を
開
き
、

自
由
に
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
か
ら
始

ま
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
既
存
の
異

業
種
交
流
会
に
参
加
す
る
も
よ
し
、
新

し
い
グ
ル
ー
プ
を
作
る
も
よ
し
、
と
に

か
く
参
加
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

小
松
　
一
郎
）

異
業
種
交
流
参
加
の
勧
め

経営一口講座

先
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
平

成
十
二
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て

全
国
の
商
工
会
、
商
工
会
議
所
等

五
〇
〇
箇
所
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
て
、
Ｉ
Ｔ
研
修
事
業
（
情
報
通

信
技
術
活
用
研
修
事
業
）
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
二
〇
〇
三
年
の

電
子
政
府
の
構
築
に
あ
わ
せ
て
、

多
数
の
中
小
企
業
に
お
い
て
電
子

商
取
引
が
可
能
と
な
る
体
制
が
整

え
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
小
企
業
者
等
を
対
象
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
、
電
子
商

取
引
の
方
法
、
電
子
メ
ー
ル
の
受

発
信
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な

ど
Ｉ
Ｔ
研
修
を
実
施
す
る
。

拠
点
商
工
会
に
パ
ソ
コ
ン
設
置

研
修
実
施
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

は
、
県
下
で
六
つ
の
広
域
ブ
ロ
ッ

ク
毎
に
商
工
会
が
共
同
利
用
す
る

こ
と
と
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
拠
点

商
工
会
に
設
置
。会
員
等
事
業
者
、

青
年
・
女
性
部
員
が
活
用
し
や
す

い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
商
工
会

は
次
の
と
お
り

◆
能
美
・
江
沼
ブ
ロ
ッ
ク

川
北
町
商
工
会

◆
石
川
・
白
山
郷
ブ
ロ
ッ
ク

野
々
市
町
商
工
会

◆
河
北
・
森
本
ブ
ロ
ッ
ク

宇
ノ
気
町
商
工
会

◆
羽
咋
郡
市
ブ
ロ
ッ
ク

羽
咋
市
商
工
会

◆
鹿
島
郡
ブ
ロ
ッ
ク

鳥
屋
町
商
工
会

◆
奥
能
登
ブ
ロ
ッ
ク

能
都
町
商
工
会

な
お
、
以
上
の
各
商
工
会
に
は

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
十
一
台
が
設

置
さ
れ
る
。

各
地
で
Ｉ
Ｔ
研
修
会

十
二
年
度
中
は
研
修
機
器
が
設

置
さ
れ
る
六
商
工
会
を
中
心
に
、

三
月
末
ま
で
に
「
中
小
企
業
の
電

子
商
取
引
入
門
」
の
テ
ー
マ
で
Ｉ

Ｔ
研
修
が
実
施
さ
れ
る
。

拠
点
商
工
会
で
Ｉ
Ｔ
研
修
を
実
施�

拠
点
商
工
会
で
Ｉ
Ｔ
研
修
を
実
施�

　このたびの大雪により工場、店舗の損壊等により直接的な被害�
を受けた中小企業者に対して「連鎖倒産防止・災害対策融資」の�
利用が可能です。�
１．融資条件�
①資金使途�
　災害復旧に必要な運転・設備資金�

②融資限度額�
　１災害につき30,000千円�

③融資利率（Ｈ13.１.４現在）�
　年2.00％以内�

④融資期間�
　７年以内（うち、据置２年以内）�

２．信用保証�
　石川県信用保証協会の信用保
証は任意（保証料0.7％）�

３．担保・保証人�
　金融機関所定の扱い�

４．融資申込先�
　市町村長または消防署長の被
災証明書を添えて取扱金融機関
に申し込む�

制度の詳細な内容等に関する問い合わせ�

石川県経営金融課（TEL（076）223-9194）又は、最寄りの商工会�

●問い合わせ先　�
　最寄りの商工会又は、�
　財団法人石川県中小企業振興協会 設備貸与課　�
　　　　　　　　TEL（076）267-1140　　FAX（076）267-3622

設備資金貸付・設備貸与制度の申込受付中Y設備資金貸付・設備貸与制度の申込受付中Y
　当協会では、『平成12年度設備資金貸付・設備貸与制度』の�
申込（随時）受付を行っています。�

制
度
の
概
要�

制　度�

内　　容�

利　　息�

  貸付（貸与）�

限 度 額�

設備資金貸付制度� 設備貸与（割賦・リース）制度�
特定中小企業設備貸与（割賦）制度�

創業・経営基盤の強化に必要な設�
備資金の１/２以内を長期・無利子�
貸付�

割賦損料　　年2.75％�
リース料　　月1.408～3.006％�

創業・経営基盤の強化に必要な設備
を当協会が代わって購入し、長期・
低利により貸与（割賦またはリース）�

①１企業に対する貸付額�
　　　　　50～4,000万円�
②未操業・創業１年未満の企業�
　　　　　25～4,000万円�
③創業１年以上５年未満の企業�
　　　　　50～6,000万円�

①創業１年以上の企業�
　　　　　100～6,000万円�
�
②未操業・創業１年未満の企業�
　　　　　50～3,000万円�

（７年）�（３年）�
無利子�

国 金 だ よ り �
　国民生活金融公庫では、１月26日貸付分から、次のとおり金利�
の引き下げがありました。�

　　　●マル経　　　2.05％→1.95％�

各
地
で
Ｉ
Ｔ
研
修
会
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インターネットを利用した会員間取引に参加しませんかY
取引先、パートナーetcを探している企業を支援します。�

全
国
約
二
八
〇
〇
商
工
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に�

情
報
提
供
し
ま
せ
ん
か
。
商
工
会
で
は
一
四
〇�

万
会
員
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
販
路
開
拓
、�

事
業
多
角
化
な
ど
を
目
的
と
す
る
企
業
の
お
見�

合
い
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。�

（
注
）
情
報
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
　
　
取
引
に
関
し
て
は
企
業
の
自
己
責
任
に
お
い
て
行
う
も
の
と
し
、�

　
　
　
商
工
会
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。�

商工会�
ネットワーク�
取引所�

会員事業者� 会員事業者�

商工会� 商工会�商工会� 商工会�

会員事業者Ａ�
（パソコンが使える）�

会員事業者Ｂ�
（パソコンを使い　　�
　　　　こなせない）�

パートナーが欲しい�
技術を買って欲しい�
人材が欲しい�

この人は�
信頼できます�

こちらのニーズに�
ぴったりだY

技術あるパートナーが�
いれば、商品化できる�

のだか…�

指導員が知る�
事業者の�
情報を提供�

日頃指導員が�
訪問しているから、�
情報を信頼できる�

お問い合わせはお近くの商工会まで�

容
器
や
包
装
を
利
用
し
て
商
品

を
販
売
し
て
い
る
事
業
者
や
容
器

を
製
造
す
る
事
業
者
で
、
一
定
規

模
以
上
の
事
業
者
は
、
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
容
器

や
包
装
の
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク

ル
）
の
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
が
再
商
品
化
義
務
を
果

た
す
方
法
に
は
、「
自
主
回
収
ル

ー
ト
」「
指
定
法
人
ル
ー
ト
」「
独

自
ル
ー
ト
」
の
三
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
自
主
回
収
ル
ー

ト
」
と
「
独
自
ル
ー
ト
」
に
よ
る

再
商
品
化
を
行
う
た
め
に
は
主
務

大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、「
指
定
法
人
ル
ー

ト
」
で
は
、
指
定
法
人
で
あ
る
財

団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
に
委
託
し
、
事
業
所
に
お

け
る
容
器
や
包
装
の
利
用
量
や
製

造
量
に
応
じ
た
委
託
料
金
を
支
払

容
器
包
装
の
再
商
品

容
器
包
装
の
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル

（
リ
サ
イ
ク
ル
）の�

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ 
容
器
包
装
の
再
商
品

容
器
包
装
の
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル

（
リ
サ
イ
ク
ル
）の�

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ 
容
器
包
装
の
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル
）の�

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ 

う
こ
と
に
よ
り
再
商
品
化
義
務
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
の
再
商
品
化
義

務
を
履
行
す
る
た
め
の
財
団
法
人

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

へ
の
委
託
申
し
込
み
は
、
各
地
の

商
工
会
・
商
工
会
議
所
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

再
商
品
化
の
義
務
を
負
う
事
業

者
の
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
再
商
品
化
義
務
の
有
無

に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
表
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

＊商品の製造段階で容器や包装を利用していますか？�
＊容器や包装を利用した商品を販売・輸入していますか？�
＊容器を製造・輸入していますか？�

提供している商品・サービスのうち、最終的に家庭で消費さ�
れるものはありますか？�

◇卸・小売・サービス業の場合�
　従業員数６人以上、または、総売上７千万円超ですか？�
◇製造業等の場合�
　従業員数21人以上、または、総売上２億４千万円超ですか？�

関係する容器・包装は次の素材からできていますか？�
＊ガラス製　　＊PET製　　＊紙製　　＊プラスチック製�
＊これらを利用した複合素材�

容器・包装は次のいずれかで利用されるものですか？�
＊商品に　＊商品の付属品に　＊小売の段階で�

関係する容器・包装は中身と分離した時に捨てられるもので�
すか？�

再商品化義務を有していると考えられます�

再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん�

《詳細をお知りになりたい方は、次のところまでお問い合わせください。》�

　　中部経済産業局環境保安課　　TEL（052）951-2768�
　　（財）日本容器包装リサイクル協会コールセンター�
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（03）5251-4870

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

い
い
え�

い
い
え�

い
い
え�
い
い
え�

い
い
え�

い
い
え�

▼はい　▼いいえ�



13. 2. 1 No. 461

-7-

美
川
町
商
工
会

青
年
部
が
新
世
紀

へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
企
画
し
た
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

タ
ワ
ー
点
灯
式
が

大
晦
日
か
ら
元
旦

に
か
け
て
行
わ
れ

た
。
会
場
で
は
そ

ば
や
甘
酒
が
振
る

舞
わ
れ
、
町
民
ら

約
一
〇
〇
〇
人
の
来
場
者
が
声
を

併
せ
秒
読
み
を
行
い
、
一
日
午
前

〇
時
〇
分
と
と
も
に
高
さ
三
五
Ｍ

の『
光
の
塔
』が
点
灯
、
北
陸
で
は

類
を
見
な
い
壮
大
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
タ
ワ
ー
が
完
成
し
た
。

今
回
町
民
全
員
参
加
の
イ
ベ
ン

ト
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
電

球
の
購
入
費
は
青
年
部
員
が
町
全

戸
を
訪
問
し
町
民
よ
り
寄
付
を
募

り
、
ま
た
電
球
取
付
け
は
、
青
年

部
の
奉
仕
作
業
に
て
行
っ
て
き

た
。

邑
知
平
野
の
流

れ
を
集
め
る
邑
知

潟
は
ハ
ク
チ
ョ

ウ
、
カ
モ
、
カ
モ

メ
な
ど
野
鳥
の
宝

庫
。
潟
の
東
端
に

あ
る
エ
サ
場
周
辺

は
絶
好
の
野
鳥
観

察
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

潟
で
獲
れ
る
寒

ブ
ナ
は
今
が
旬
。
刺
し
身
、

田
楽
、
み
そ
汁
、
甘
露
煮
、

ヌ
タ
な
ど
料
理
法
も
多

彩
。市

内
で
フ
ナ
料
理
を
扱

う
店
も
あ
り
ま
す
が
、
味

わ
う
な
ら
邑
知
潟
で
野
鳥

を
見
な
が
ら
食
し
て
み
て

は
い
か
が
？

二
月
十
一
日
（
日
）
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
潟
崎
橋
横
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

広
場
で
「
邑
知
潟
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
か
れ
ま
す
。

バ
ザ
ー
テ
ン
ト
、
雪
中
花
コ
ン

テ
ス
ト
、
写
生
大
会
、
釣
り
大
会

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
�
�

��
��
��

�
�
�
�

��
��
��
��

加

賀�

能

登�

あ
の
ま
ち
・
こ
の
む
ら�

新世紀に光り輝く�
35mイルミネーション大点灯�
新世紀に光り輝く�
35mイルミネーション大点灯�
新世紀に光り輝く�
35mイルミネーション大点灯�

美川町�
美川町�

野鳥を見て�
寒ブナに舌鼓み�
野鳥を見て�
寒ブナに舌鼓み�
野鳥を見て�
寒ブナに舌鼓み�

羽咋市�
羽咋市�点灯するアクアタワー

邑知潟フェスタ

代理店研修生募集�

まごころでサービス�

安田火災�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

経
営
テ
レ
ビ
番
組�

▽
ビ
ジ
ネ
ス
・
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

北
陸
放
送
（
火
曜
ひ
る

11
時
）

６
日
◇
光
を
科
学
す
る
Y

独
自
の
技
術
で

世
界
の
ト
ッ
プ

13
日
◇
中
小
企
業
の
経
営
革
新
・

新
規
創
業
を
応
援
し
ま
す

20
日
◇
特
殊
だ
か
ら
生
き
残
れ
る
Y

下
町
の
技
術
革
新
企
業

27
日
◇
新
業
態
開
発
で

不
況
に
挑
戦
Y

宝
飾
小
売
店
の
売
上
倍
増
計
画

〜
自
分
で
記
載
し
て
郵
送
で
〜�

〜
自
分
で
記
載
し
て
郵
送
で
〜�

贈
　
与
　
税
　
２
月
１
日（
木
）〜
３
月
15
日（
木
）�

所
　
得
　
税
　
２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）�

　
　
　
　
　
　
２
月
16
日（
金
）〜
４
月
２
日（
月
）�

※
土
曜
・
月
曜
・
祝
日
を
除
く�

消
　
費
　
税�

地
方
消
費
税�

　
税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度

の
趣
旨
か
ら
、
本
年
も
確
定
申
告

書
等
を
「
自
分
で
記
載
し
郵
送
で

提
出
」
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
相
談
に
お
越
し
に
な
る

場
合
は
、
印
鑑
、
計
算
機
、
筆
記

用
具
、
関
係
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。�



む
　

す

び

た
か
が
豆
腐
さ
れ
ど
豆
腐
で
、

豆
腐
の
本
物
を
求
め
て
挑
戦
し
続

け
、
情
報
や
物
流
の
利
便
性
を
高

度
に
活
用
し
、
場
所
的
・
時
間
的

隔
た
り
を
克
服
、
全
国
へ
販
路
を

拡
げ
て
い
る
。
努
力
こ
そ
二
十
一

世
紀
に
勝
ち
残
る
企
業
と
い
っ
て

よ
い
。
企
業
の
小
さ
い
こ
と
が
問

題
で
な
い
。
企
業
主
が
掛
け
る
思

い
の
小
さ
い
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
如
実
に
み
せ
て

く
れ
て
い
る
の
が
、
記
ま
じ
め
の

店
山
下
ミ
ツ
商
店
で
あ
る
。
今
年

の
一
月
に
は
日
本
経
済
新
聞
社
社

長
賞
を
受
賞
し
、
実
に
石
川
の
食

文
化
を
高
め
、
全
国
に
そ
の
名
を

拡
げ
得
る
誇
り
あ
る
企
業
と
い
え

よ
う
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

株
式
会
社

山
下
ミ
ツ
商
店

〒
九
二
〇
―
二
五
〇
一

石
川
県
石
川
郡
白
峰
村

字
白
峰
イ
二
三
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六
一
九
―
八
―
二
〇
二
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六
一
九
―
八
―
八
〇
二
四

e-m
ail
kim
ajim
e@
po2.nsknet.or.jp

U
R
L
http://w

w
w
.

m
ba.co.jp/kim

ajim
e/

一
般
に
も
の
づ
く
り
だ
け
、
或

い
は
販
売
面
だ
け
に
挑
戦
し
て
い

る
企
業
は
よ
く
あ
る
が
、
製
造
と

販
売
の
両
面
に
挑
戦
し
て
い
る
企

業
は
、
非
常
に
少
な
い
と
思
う
。

中
小
企
業
で
は
例
え
独
創
的
な
製

品
を
開
発
し
て
も
、
同
時
に
販
売

開
拓
に
取
り
組
ま
ね
ば
、
新
製
品

は
普
及
し
な
い
。
従
っ
て
中
小
企

業
の
挑
戦
は
製
造
販
売
の
両
面
が

あ
っ
て
こ
そ
本
当
の
挑
戦
と
い
え

る
と
思
う
。
こ
の
見
本
と
も
い
え

る
企
業
に
、
白
峰
村
で
豆
腐
の
製

造
販
売
の
株
式
会
社
山
下
ミ
ツ
商

店
が
あ
る
。

社
長
の
取
り
組
み

社
長
山
下
浩
希
さ
ん
が
十
七
年

前
、
家
業
で
あ
る
豆
腐
業
を
継
承

し
た
が
、
単
に
伝
統
的
な
豆
腐
づ

く
り
に
終
わ
る
こ
と
に
我
慢
で
き

ず
、
新
し
い
発
想
に
よ
る
豆
腐
づ

く
り
を
決
意
。
先
ず
素
材
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
無
農
薬
の
大
豆
、

に
重
点
を
置
く
中
で
、
こ
れ
ぞ
本

物
を
求
め
て
研
究
試
行
を
重
ね
て

い
る
の
で
、
一
丁
千
円
に
な
っ
て

も
不
思
議
で
な
い
。
そ
れ
故
に
む

し
ろ
販
路
を
全
国
に
求
め
る
こ
と

に
な
り
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
活
用
も
盛
ん
と
な
る
な

ど
、
そ
こ
に
は
過
去
の
し
が
ら
み

を
断
絶
し
た
新
し
い
豆
腐
業
の

姿
・
行
き
方
が
十
分
み
ら
れ
る
。

そ
の
一
つ
に
店
名
に
、
商
品
名
に

「
記
ま
じ
め
」
と
名
付
け
て
い
る

点
で
あ
る
。
社
長
の
名
前
の
浩
希

の
希
を
記
に
変
え
、
豆
腐
づ
く
り

に
ま
じ
め
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表

明
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

き
ま
じ
め
さ
は
「
更
に
豆
腐
を
素

材
に
し
た
二
次
製
品
に
拡
げ
て
行

き
た
い
」
と
い
わ
れ
る
。
ど
の
よ

う
な
油
揚
げ
や
が
ん
も
ど
き
が
で

き
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。

天
然
の
苦
汁
を
使
用
し
、
美
味

し
く
、
健
康
に
よ
い
豆
腐
を
目

指
し
、
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で

も
か
と
本
物
の
豆
腐
づ
く
り
に

挑
戦
し
続
け
今
日
に
及
ん
で
い

る
。
そ
の
結
果
現
在
で
は
、
地

元
特
産
の
堅
豆
腐
を
始
め
、
黒

豆
豆
腐
な
ど
十
有
種
類
の
豆
腐

を
つ
く
り
、
究
極
は
一
丁
千
円

の
も
の
も
あ
る
。

販
売
面
で
の
挑
戦

も
う
一
つ
の
挑
戦
は
、
販
売

面
で
あ
る
。
元
来
、
豆
腐
は
極

め
つ
け
の
生
も
の
で
あ
る
か
ら
、

豆
腐
業
は
地
域
密
着
の
狭
い
商
圏

を
対
象
と
し
た
商
売
で
あ
っ
た

が
、
物
流
の
近
代
化
を
活
用
し
て

商
圏
の
拡
大
に
取
り
組
み
、
一
地

方
の
小
さ
な
豆
腐
業
を
全
国
を
相

手
と
す
る
企
業
に
大
変
身
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
平
成
七
年
大
都
市
の
デ
パ
ー
ト

に
出
張
販
売
を
開
始
。
ま
た
、
宅

配
便
を
利
用
し
て
全
国
の
個
人
客

へ
直
送
販
売
を
本
格
化
。
平
成
九

年
に
は
、
金
沢
名
鉄
丸
越
百
貨
店

へ
出
店
。
平
成
十
一
年
福
井
イ
ー

ス
ト
モ
ー
ル
・
パ
リ
オ
店
へ
出
店

す
る
な
ど
着
実
に
販
路
を
開
拓
し

て
い
る
。

社
長
の
夢
実
現
へ
の
挑
戦

と
か
く
ス
ー
パ
ー
の
目
玉
に
利

用
さ
れ
る
豆
腐
に
つ
い
て
、
多
く

の
専
門
メ
ー
カ
ー
が
、
価
格
対
応
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豆腐にかける夢の実現に�
製造販売両面にチャレンジ�

 株式会社 山下ミツ商店：白峰村�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
取
材
を
希
望
さ

れ
る
方
は
最
寄
り
の
商
工
会
を

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

最高においしく体によい豆腐づくりを目指す
社長 山下浩希さん

（株）山下ミツ商店のホームページ
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